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Ⅰ. 事業の目的
スギ・ヒノキ（日本産樹種）を米国で構造材利用できる環境の実現

① 米国で、構造材利用に必要な設計強度を得るため、スギ・ヒノキのサンプリ
ング試験計画を米国検査機関（PLIB）と共に作成（2021年実施済）

② サンプリング試験計画に基づき、特に、北米に同属の樹種があり北米の既存
データを活用することができるヒノキを先行させ、構造材としての許容特性
値を得るため、米国試験機関等により試験材を強度試験



Ⅱ. 事業の実施体制

検討委員会
加藤英雄氏・井道裕史氏（森林総合研究所）、尾方伸次氏（日本合板検査会）

米国検査機関
Donald DeVisser氏（PLIB、パシフィック木材検査機関、ワシントン州シアトル）

米国試験機関
Arijit Sinha准教授（OSU、オレゴン州立大学林学部、オレゴン州コーバリス）

国内協力企業
株式会社サイプレス・スナダヤ（愛媛県）、協和木材株式会社（福島県）



Ⅲ. 事業の実施項目

1.  強度試験及び評価方法の分析
構造材規格、格付規則、ASTM規格、標準仕様書

2.  ヒノキ試験材の米国への輸送
米国試験機関（オレゴン州立大学）への輸送

3.  米国試験機関等による強度試験
オレゴン州立大学での強度試験



（参考）米国の規格の基本情報
米国製材規格委員会（ALSC, American Lumber Standard Committee）

米国商務省の連邦規則に従い、針葉樹の規格（ASLS）を作成。モニタリング・試験計画書はALSCの審査理
事会で審議。
米国針葉樹製材規格（ASLS, American Softwood Lumber Standard）

米国の針葉樹規格。ALSCが作成。同規格の樹種リストへスギ、ヒノキの掲載が必要。
米国構造材格付規則（NGR, National Grading Rule for Dimension Limber）

針葉樹構造材(Dimension Lumber)の格付規則。この下で格付規則作成機関が各々の格付規則を作成。
パシフィック木材検査機関（PLIB, Pacific Lumber Inspection Bureau）

ALSCに認可された６つの格付規則作成機関の１つ。米国ワシントン州に本部。
ASTM規格（旧称American Society for Testing and Materialsの規格）

現在、ASTM Internationalが12,000種類以上の規格を発行。強度試験は本規格により実施。
設計強度（Design Value）：建築物の部材として必要な強度。
許容特性値（Allowable Properties）：設計強度の決定の基本となる数値。



1. 強度試験及び評価方法の分析（１）

① 米国の針葉樹製材の規格（ASLS）

② 米国の木材検査機関の格付規則（NGR）

③ パシフィック木材検査機関（PLIB）の評価項目

④ ASTMインターナショナルの規格（ASTM）

D143, D1990, D198, D2395, D245, D2555, D4442, D4761

⑤ 米国の木造建築の設計仕様書（NDS）



（１）1,440の実大試験体で
曲げ強度などの
右の16項目のデータ

① 試験項目1～8：
試験前に事前測定･記録

② 試験項目9～16：
試験により測定･記録

（２）75の無欠点小試験体で
① せん断試験
② めり込み試験

1. 1. 強度試験及び評価方法の分析（２）
パシフィック木材検査機関の評価項目



（参考）設計強度のNDS掲載

NDS(National Design Specification)は、
米国の木造建築物の設計･施工･材料の仕様
書

北米産以外の樹種では、18樹種の設計強
度が構造材の種類と等級ごとに掲載

スギ、ヒノキの強度試験で得られる許容特
性値により、設計強度を掲載



２. ヒノキ試験材の米国への輸送 (1)

米国木材検査機関（PLIB）、米国製材規格委員会
（ALSC）審査理事会と、強度試験用の試験材のサ
ンプリング計画を作成
（2021年）



工場 協和木材㈱ ㈱サイプレス・スナダヤ

地域 北日本 中部 中国 四国 九州 計

204 Select Structural 16 60 72 40 52 240
No.2 16 60 72 40 52 240

206 Select Structural 16 60 72 40 52 240
No.2 16 60 72 40 52 240

208 Select Structural 16 60 72 40 52 240
No.2 16 60 72 40 52 240

計 96 360 432 240 312 1,440

① 3寸法型式（204, 206, 208）、２等級（Select Structural, No.2）ごと
に、最小240本、総数1,440本以上

② 一般に流通しているNo.2（No.2以上）と異なり、試験材としてのNo.2に
No.1以上を含めない

③ 森林資源の地域的な賦存量(ヒノキ)に応じ、代表的な複数の産地で収集

２. ヒノキ試験材の米国への輸送 (２)



① 米国のサンプリング計画に基づき、
約4,000本の試験材を全国規模で収
集、JAS規格により事前に等級判別

② 米国木材検査機関（PLIB）の審査
員を日本に招聘(2022年７月)し、
協和木材㈱と㈱サイプレス・スナ
ダヤで等級判定

③ 米国構造材格付規則（NGR）によ
り等級判定 PLIB審査員による等級判定（2022年7月）

２. ヒノキ試験材の米国への輸送 (３)



工場 協和木材㈱ ㈱サイプレス・スナダヤ

地域 北日本 中部 中国 四国 九州 計

204 Select Structural 30 (16) 21 (60) 32 (72) 38 (40) 60 (52) 181 (240)

No.2 30 (16) 70 (60) 80 (72) 50 (40) 60 (52) 290 (240)

206 Select Structural 24 (16) 45 (60) 30 (72) 49 (40) 56 (52) 204 (240)

No.2 24 (16) 63 (60) 77 (72) 49 (40) 56 (52) 269 (240)

208 Select Structural 20 (16) 45 (60) 85 (72) 45 (40) 55 (52) 250 (240)

No.2 22 (16) 65 (60) 75 (72) 45 (40) 55 (52) 262 (240)

計 150 (96) 309 (360) 379 (432) 276 (240) 342 (312) 1,456 (1,440)

工場 協和木材㈱ 株サイプレス・スナダヤ
地域 北日本 中部 中国 四国 九州 計

204 Select Structural 100 100 200

206 Select Structural 50 100 150

208 Select Structural
計 150 200 350

上表：数値は選定した試験材数、( )数値は最小必要数。下表：不足分の追加試験材（米国輸送分に追加）。

２. ヒノキ試験材の米国への輸送 (４)



２. ヒノキ試験材の米国への輸送（５）

オレゴン州立大学

試験材（1,806本）を、８月31日に
米国に向けコンテナ輸送を開始

10月11日、シアトル港着

米国受入れ木材商社（オレゴン州）

オレゴン州立大学（オレゴン州コーパリス）

（試験の開始）



2022年10月17日（月）に、試験材が
米国側受け入れ木材商社に到着

２. ヒノキ試験材の米国への輸送（６）



３. 米国試験機関等による強度試験（１）
 

① 試験計画名：ヒノキ構造材の設計強度の確立（Project title: Establishing Design Values of 
Hinoki Dimension Lumber） 

② 試験目標（Project Goal） 
本試験は、日本から輸入されるヒノキの設計強度の確立を目指し、曲げ試験、圧縮試験、せん

断試験を実施することを目的とする。パシフィック木材検査機関（以下、PLIB） によるサンプリ
ング試験計画に従い次の通りである。 

 
等級 ２種類 Select Structural 及び No.2 
寸法型式 ３種類 2x4, 2x6, 2x8 
試験数 240 1等級 1寸法型式当たり 
特性 曲げ 1,440本 
その他特性 圧縮及び引張り 各 75本 

 



３. 米国試験機関等による強度試験（２）
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曲げ試験：ASTM D 4761に従い、試験体が破壊するまで加力
試験後はASTM D 4442及び2395に従い、含水率及び比重を算出

曲げ試験方法：校正済み万能試験機（UTM）、加力速度5mm/min

算出する項目：MOR（曲げ強度）、
Eapp（見かけの曲げヤング係数）、
Esf （真の曲げヤング係数）



３. 米国試験機関等による強度試験（３）
① D4761
実大の曲げ破壊試験時の試験装置、試験材の寸法、等級判定因子と試験材上の位置、
強度判定因子と試験材上の位置、破壊時の荷重、含水率、破壊因子などの記録事項
② D143
無欠点小試験体のせん断試験、めり込み試験の手法、試験体のサイズ
③ D2395
試験材の密度・比重試験の手法
④ D4442
全乾試験の手法

オレゴン州立大学での曲げ試験
（2022年12月）



３. 米国試験機関等による強度試験（４）

オレゴン州立大学の試験チームが、パシフィック木材検査機関（PLIB）の審査員の
定期的な立会の下、曲げ試験に加え、せん断・めり込み試験も実施。



３.  米国試験機関等による強度試験（５）

Para-
meters

MOR
(psi)

MOR
(MPa)

MOE
(psi)

MOE
(GPa)

SG(Oven
Dry)

Average
MC(%)

Mean
(COV)

7,126.4
(38.6%)

49.1
(38.6%)

1.7 x 106

(20.1%)
11.6

(20.1%)
0.49

(8.0%)
8.7

(7.8%)

オレゴン州立大学による曲げ試験の途中結果（１月時点）

米国では通常psi単位であるが、今回はSI単位による強度データの算出も実施



（参考）ヒノキの米国での消費拡大に期待される要素
（米国専門家から見た要素）

要 素 ポイント
設計強度 木造建築の設計に構造材として使用できる

数値の明確化
色沢 白さ
耐久性 強さ
香り 良さ
接合部、耐力壁 木造建築の設計に参考となる数値の明確化



製材工場（ベイマツ）、ワシントン州

（参考）米国での実地調査（2022年12月）



木材商社（フェンス材・デッキ材輸入）
オレゴン州

広い敷地内に広がる倉庫



大手ホームセンター、オレゴン州

広大な店内では、十数棚で多様な木材製品を販売



204～212の他樹種の製材品、多サイズの合板･MDF･表面処理製品などを販売



オレゴン州立大学 建物を木造建築物の展示施設として利用し、木質構造体の
各種データをセンサーでモニタリング



寄付を受けて建てられた研究別棟では、実物大の
木造建築物の強度試験、自動化の試験等



Ⅳ. 期待される効果と課題（１）
事業実施で得られる知見に基づき、将来的には・・・

1. 我が国の工場が、米国の検査機関の認証を取得して、
スギ・ヒノキを構造材として輸出

2. 米国内の認証工場が、スギ・ヒノキの製材品を我が国
の工場から輸入して、構造材として格付を実施

3. 日本のJAS規格と米国等の海外規格の標準化

→ 相互認証へと広がり



Ⅳ. 期待される効果と課題（２）

ご清聴ありがとうございます。

今後の課題

1. 米国でのヒノキの評価獲得
2. 受入れ企業の探索・協力関係の構築
3. 日本の主要樹種であるスギへの強度試験の展開
4. 国内工場のグレーダーの育成、PLIB審査員の確保
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